
馬毛島における自衛隊施設の整備に伴い、交付される可能性

のある交付金・補助金について、他の地方公共団体の活用の

例もご紹介しながら、ご説明します。

交付金・補助金について

交付金・補助金の交付対象・時期・額
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馬毛島における自衛隊施設の整備に伴い、施設周辺の地方公共団体に対し、それ
ぞれの事情に応じて、以下の４つの交付金・補助金を交付できると考えています。
これらの中には、施設の運用開始前から交付可能なものや、使途に制限のないも
のもあります。

再編交付金
米軍再編により生じる影響を受ける市町村において、住民の生活の利便性の向上等に寄与する事業を

行うことが、米軍再編の円滑かつ確実な実施に資するため必要と認められる場合、

その事業に係る費用に充てるものとして交付するもの

※交付に際しては、再編関連特定防衛施設及び再編関連特定市町村として指定が必要になります

馬毛島の施設整備に関する調査・検討の段階から、交付可能です

１ 対象

防衛施設の設置・運用により、周辺地域の住民の生活又は事業活動の阻害が認められる場合、

その障害を緩和するために地方公共団体が行う施設整備に係る費用の一部を補助するもの

民生安定助成事業補助金

１

２
公園や農業・漁業用施設等、防衛施設により生じる障害の緩和のために、
地方公共団体が計画する施設整備費用の一部を助成します

再編による影響の程度・範囲等を考慮し、再編の進捗状況に応じて、
交付額を決定します

公共施設の整備のほか、医療・福祉事業や、各種イベント開催、農業・
漁業の振興等、幅広い使途に活用できます

地方公共団体の事業計画に応じて、施設の種類毎に規定された補助率及
び上限額に基づき、交付額を決定します

２ 時期

３ 金額

原則、馬毛島の施設の運用開始以降、交付されます

１ 対象

２ 時期

３ 金額
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ジェット機の離着陸等が実施される防衛施設の設置・運用による影響の程度等を考慮し、

市町村が行う生活環境の改善等の事業に特に配慮を要する場合に、市町村が行うこれらの事業に

係る費用に充てるため、当該市町村に交付するもの

※交付に際しては、特定防衛施設及び特定防衛施設関連市町村として指定が必要になります

自衛隊及び米軍が使用する飛行場等の用に供する固定資産が所在する市町村に対し、

固定資産税の代替的性格を基本として交付されるもの

国有提供施設等所在
市町村助成交付金 （基地交付金）

施設の運用

１．再編交付金

４．基地交付金

３．特定防衛施設周辺整備調整交付金

２．民生安定助成事業補助金

▼参考 交付期間のイメージ

工事調査・検討

特定防衛施設周辺整備調整交付金３

４
使途が制限されない一般財源として交付されます

防衛施設の設置・運用により生じる影響等を考慮して交付額を決定します

馬毛島の施設の運用開始以降、交付されます

国有財産（飛行場等）の資産価格等を基に交付額を決定します

１ 対象

２ 時期

３ 金額

１ 対象

２ 時期

３ 金額

原則、馬毛島の施設の運用開始以降交付されます

公共施設の整備のほか、医療・福祉事業や、各種イベント開催、農業・
漁業の振興等、幅広い使途に活用できます



他の地方公共団体における交付金・補助金を活用した取組の例

地場産業の育成・イメージアップ
-百里飛行場・茨城県鉾田市-

☝地元産業の振興

「鉾田のメロンや野菜の魅力を堪能でき、鉾田市
をより知ることができた。」

イベント参加者の声

事業概要

防音工事費用の助成
-小松飛行場・石川県小松市-

☝定住促進

「世帯数増加の割合が増え、人口減少の抑制効果を発揮している。」
「制度利用者から好評をいただいている。」

地方公共団体の声

事業概要

防音サッシ

「うまかっぺフェスタ」の様子

地場産業の育成・イメージアップのため、イベント開催等に活用

01事
業

１再編交付金

▼ 取組の具体例

02
１再編交付金

事
業

防音工事費用の助成金に活用
▼ 取組の具体例

■小松市が定めた区域で住宅を新築し、市の認定する防音工事を行った住民に対して、２０～１００万円を助成
※小松市外の建築業者を利用した場合は１０～５０万円

馬毛島における自衛隊施設整備により交付できると考えている交付金・補助金に
ついて、他の地方公共団体の取組の例をご紹介いたします。

※実際の事業については、対象となる馬毛島周辺の地方公共団体のニーズ等を踏まえた
ものとなります。

・交 付 額 ：２億４，0００万円
※平成２３年度～平成２８年度の間に積み立てた交付金（基金造成）

・事 業 費 ：約２億４，０００万円
・事業期間：平成２３年度～平成２９年度（基金処分）

・交 付 額 ：約１億５，４００万円
※平成２０～２３年度の間に積み立てた交付金（基金造成）

・事 業 費 ：約２億１，５００万円
・事業期間：平成２０年度～平成２８年度（基金処分）

ブランドアップ推進事業の様子
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お知らせ

■地場産品の魅力を発信するイベント「うまかっぺフェスタ」に約２万３千人が来訪。（平成２８年度）
■地場産業ＰＲ事業として、関係団体、企業等と連携した地場産品のＰＲ活動や加工品開発を実施
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03事
業

１再編交付金
☝医療体制の充実

医師・看護師の派遣
-岩国飛行場・広島県大竹市-

医療体制の充実のため、医師・看護師の派遣に活用

▼ 取組の具体例

■大竹市の離島である阿多田島の診療所へ医師・看護師を派遣し、診療所業務を実施

利用者・職員の声

「救急処置が行える医師がいることで、住民の安心・安全につながっている。」
「救急搬送時は、事前に医師が搬送先の医療機関等と調整するので早期に治療が開始でき、安心につながっている。」

事業概要

04 学校給食費の無償化・給食の質の向上
-キャンプ・シュワブ・沖縄県名護市-

☝食育推進１再編交付金

事
業

食育推進のため、学校給食費の無償化とともに給食の質の向上に活用

▼ 取組の具体例

■名護市立の幼稚園、小学校及び中学校の生徒を対象に学校給食の無償化
（令和２年度においては、約５，４００名の市内生徒の給食費を無償化）
■栄養豊かな、旬の食材を使用した給食（献立）を提供し学校や家庭での食育を推進
■名護市産の食材を積極的に使用。伝統的な郷土料理や季節行事のメニューも取り入れ

住民の声

「経済的負担が軽減された。」
「給食が従来よりおいしくなった。」
「旬の食材や地域の食材を知ることができた。」

事業概要

診療所

阿多田島

大竹市

岩国飛行場

地元の食材を取り入れた給食

-04-

・交 付 額 ：約４億１，５００万円
※平成１９年度～令和２年度の間に積み立てた交付金（基金造成）

・事 業 費 ：約４億１，５００万円
・事業期間：平成２０年度～令和８年度（予定）（基金処分）

・交 付 額 ：約１０億２，２００万円
※平成３０年度に交付された交付金（基金造成）

・事 業 費 ：約１０億２，２００万円
・事業期間：平成３０年度～令和３年度（基金処分）

位置図

牛乳/ニューサマー/かつおフライ
くふぁじゅーしー/パパイヤイリチー

バナナ/ゴーヤー梅肉和え/牛乳
ごはん/鯖のみそだれ/チムシンジ

※赤字は名護市産の食材を使用したメニュー
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05事
業

１再編交付金
☝地元産業の振興

農業・漁業の振興
-キャンプ・シュワブ・沖縄県宜野座村-

06
１再編交付金

事
業

文化のまち鹿屋魅力アップ事業
-鹿屋飛行場・鹿児島県鹿屋市-

☝文化交流の推進

農業・漁業の振興のため、堆肥のための機器・車両の購入や、繁殖雌
牛の購入、漁場づくりなどに活用

地域活性化、伝統文化の継承等を図る文化事業に活用

▼ 取組の具体例

■地元で活動している演奏者等を母校に招き、学校生徒を対象とした演奏会を開催（学校芸術鑑賞事業）
■障害者絵画コンクール等の開催
■市民参加型の読書イベントの開催
■郷土の歴史・伝統文化の学習・継承のためのイベントの開催

参加者・地方公共団体の声

「演奏者の音楽が好評で、また聴きたい等の声があり、実施でき
て良かった。」

「貴重な体験ができた。」

学校芸術鑑賞事業

事業概要
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▼ 取組の具体例

〈農業〉■有機肥料の制作に必要な機器・車両の導入
■繁殖用の優良雌牛８０頭を購入し、農家へ貸付
■特産品の開発に必要な備品の購入

〈漁業〉■もずくの種付施設整備や漁礁の設置

生産者・地方公共団体の声

「牛の数が増え、所得が向上した。」
「村の牛の状態（品質）が県内トップレベルと評価された。」
「もずくの種付け作業が効率よく行えている。」
「もずくの種付け作業の負担が軽減された。」

事業概要

優良繁殖用雌牛

・交 付 額 ：約２億３，０００万円
※平成２３年度から令和２年度の間に積み立てた交付金（基金造成）

・事 業 費 ：約２億３，３００万円
・事業期間：平成２４年度～令和４年度（予定） （基金処分）

・交 付 額 ：約４，０００万円
※平成２８年度に交付された交付金（基金造成）

・事 業 費 ：約６，５００万円
・事業期間：平成２９年度～令和８年度（予定） （基金処分）

堆肥散布車
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・補 助 額 ：約４，０００万円
（補助率：事業費のうち、用地買収費用の５／１０、
設計・工事費用の２／３）

・事 業 費 ：約６，７００万円
・事業期間：平成２０年度～平成２１年度
※平成２７年度以降、設計・工事の補助率は６／１０

☝住民の安心・安全な生活の確保

01 公園の整備
-目達原駐屯地・佐賀県吉野ヶ里町-

事
業

２民生安定助成
事業補助金

快適で安全に遊べる公園の整備費用の一部を補助
住民の声

「子ども達が快適に遊べる環境ができた。」
「子ども達の交流場所が増えた。」

事業概要

03 体育館の改修
-芦屋飛行場・福岡県芦屋町-

☝住民の安心・安全な生活の確保

事
業

充実した体育館の改築費用の一部を補助

利用者・管理者の声

「施設が綺麗になり、利用しやすくなった。」
「防災上の安心感が増した。」

事業概要

２民生安定助成
事業補助金
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02 救急自動車の整備
-佐世保海軍施設等・長崎県佐世保市-

事
業

新しい救急自動車の整備費用の一部を補助

地方公共団体の声

「救急救命体制が強化された。」

事業概要

・補 助 額 ：約１，７００万円（補助率：事業費の２／３）
・事 業 費 ：約２，５００万円
・事業期間：令和２年度

☝住民の安心・安全な生活の確保
２民生安定助成
事業補助金

整備した救急自動車

・補 助 額 ：約９，３００万円（定額補助）
・事 業 費 ：約２億２，０００万円
・事業期間：平成３０年度 施設全景 メインアリーナ

整備した公園
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☝地域社会の調和・住民の交流の推進

05 まちづくり支援
-東富士演習場・静岡県御殿場市-

事
業

地域社会の調和のため、住民の交流等を推進する、まちづくりの構想や
施設等の整備費用の一部を補助

住民の声

「子どもの遊び場が増えた。」
「集会がしやすくなった。」

事業概要

２民生安定助成
事業補助金

▼ 施設の概要

■富士山交流センター：通称「富士山樹空の森」。富士山麓・立体スクリーンなどにより楽しく富士山
を学べるビジターセンターをはじめ、約６，０００㎡の芝生広場、パークゴルフ場や各種大型遊具
なども備え、様々なイベントが開催される、ファミリーでも楽しめる施設。
（年間来場者数 約３２万人（平成３０年度））

■市民交流センター：多くの会議室や多目的室をはじめ、調理室、交流ホール、子供図書コーナーやプ
レールームなど、地元市民が様々な機会に利用し、交流を深めることができる施設。
（年間来場者数 約２１万人（平成３０年度））

富士山交流センター
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04 漁業用施設の整備
-大村飛行場・長崎県大村市-

事
業

水産物の品質確保のため、漁業用施設の整備費用の一部を補助

地元漁業者の声

「水産物の品質が上がり、収入向上に繋がった。」

事業概要

・補 助 額 ：約１億７，１００万円（補助率：事業費の２／３）
・事 業 費 ：約２億５，７００万円
・事業期間：平成２６年度～令和元年度

背景

水産物の鮮度を確保、品質向上のため、漁業用施設の整備費用の一部を補助。
（漁具用倉庫、貝類養殖施設、荷捌・冷凍庫等）

☝漁業の振興
２民生安定助成
事業補助金

（構想策定）

・補 助 額 ：約２，１００万円
（補助率：事業費の９／１０）

・事 業 費 ：約２，４００万円
・事業期間：平成１４年度～平成１６年度

（設計・工事）

・補 助 額 ：約３０億２，７００万円
（補助率：事業費の７．５／１０）

・事 業 費 ：約４０億３，６００万円
・事業期間：平成１８年度～平成２２年度

上架施設

水産物蓄養施設

漁具倉庫

荷捌・冷凍庫

漁業用施設上架施設（既設）

魚礁ブロック（イメージ）
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01 公民館の改築
-久米島射爆撃場(鳥島射爆撃場を含む)・沖縄県久米島町-

☝住民の交流の推進

03 消防ポンプ自動車の整備
-鹿屋飛行場・鹿児島県鹿屋市-

事
業

事
業

安心して利用できる公民館への改築費用に活用

新しい消防ポンプ自動車の整備に活用

住民の声

団員の声

「老若男女が安心して利用できる。」
「空調設備が整備されて夏でも快適に利用できる。」

「迅速な消火活動が期待できる。」
「火災予防の広報活動が伝わりやすくなった。」

事業概要

事業概要

・交 付 額 ：約４，４００万円
・事 業 費 ：約４，４００万円
・事業期間：令和２年度

※「４．基地交付金」については、使途が制限されない一般財源のため、
事例のご紹介はありません。

施工前の公民館 施工後の公民館

☝住民の安心・安全な生活の確保

３特定防衛施設周辺
整備調整交付金

３特定防衛施設周辺
整備調整交付金
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・交 付 額 ：約１億４，６００万円
※平成２６年度～平成２８年度の間に交付された交付金（基金造成）

・事 業 費 ：約１億８，１００万円
・事業期間：平成２７年度～平成２９年度（基金処分）

☝住民の健康促進

02 予防接種費用の助成
-入間飛行場・埼玉県狭山市-

事
業

健康的な生活を推進するため、予防接種費用の助成に活用
住民の声

「予防接種を受けることで、子供たちが元気に過ごせるので安心です。 」
「予防接種の補助があって助かります！」

３特定防衛施設周辺
整備調整交付金

・交 付 額 ：約３億６００万円
※平成２３年度～令和２年度の間に積み立てた交付金（基金造成）

・事 業 費 ：約７億９，６００万円
・事業期間：平成２４年度～令和８年度（予定）（基金処分）

事業概要

予防接種の様子予防接種手帳

消防ポンプ自動車


